[bookmark: _GoBack]【世界のシェア率　日本だけ逆転現象!?】
2016年、スマートフォンの普及率は従来の携帯電話を超えました。今や、国内では6割以上の人達がスマートフォンを持っています。世界全体を見れば、Androidユーザーが8割以上ですが、日本国内ではAndroidとiOSのシェアが拮抗しているなど面白い現象が起こっています。


【Androidが人気である理由】
Androidは開発元のGoogleがオープンソースとして提供しているOSということもあり、各メーカーが防水・防塵など、便利かつ個性的な機能を搭載した端末をリリースしています。ユーザーが最初に目にするホーム画面をユーザーが自由に着せ替え、カスタマイズができるのも人気を集めている理由の1つでしょう。とりわけ、スマホと銀行口座を提携して交通機関の利用や買い物が便利になるおサイフケータイは他国では見られない機能です。


【多彩なアプリを利用できる】
Androidアプリは、スマホをより便利にするアプリや、暇つぶしに最適なゲームアプリなど、無料から有料までさまざまなジャンルのアプリが提供されています。スキマ時間にラジオアプリでラジオを聴取する、英会話を学習するアプリで勉強するなど、さまざまな使い方ができる、まさに仕事からプライベートまでなくてはならないパートナーとなっているのです。


【セキュリティ対策はしっかりと行おう】
しかし、一方でセキュリティ面における重大な問題も指摘されています。2015年にはアプリを通じて大規模な個人情報流出事件が起こっています。セキュリティ対策アプリは必ずインストールしておきましょう。また、Google Playで怪しいアプリはインストールしないように徹底しましょう。人気アプリに偽装した不正アプリも出回っているので要注意です。一見怪しいようには見えなくても、「アクセス許可」の項目に注目してみましょう。例えば、電話帳などの個人情報を必要としないアプリなのに、アクセス許可の項目に「電話帳」と表示されている場合は、バックグラウンドで勝手に個人情報を流出させる恐れがあります。面倒だからといって見逃しがちですが、こうした点に気をつけておけば、安心かつ安全にAndroidを利用できます。
